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2
0
1
3
年
度
税
制
改
正
で
、
年
1
0
0
万
円
ま
で
の
株
式
や
株
式
投
資
信
託
へ
の
投
資

「
少
額
投
資
非
課
税
制
度
」
に
つ
い
て
、
対
象
を
1
4
年
か
ら
∬
年
ま
で
l
・
0
年
間
の
投
資
と
す
る
方

ど
の
減
税
要
望
に
つ
い
て
、

大
半
は
今
後
の
検
討
課
題
と

／
′
し

し
、
焦
点
の
住
宅
ロ
ト
ン
減

税
の
拡
充
や
白
動
車
課
税
の

見
直
し
は
「
政
策
的
問
題
と

し
て
検
討
す
る
」
と
し
て
今

森
の
政
治
折
衝
に
結
論
を
委

ねた。地
方
税
の
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
は
現
状
維
持
で
決
著
し

た
。
総
務
省
が
要
望
し
て
い

た
首
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
内
の

取
引
に
か
か
る
消
費
税
の
非

課
税
措
置
の
創
設
も
見
送

る
。
凛
急
経
済
対
策
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
給
与
を
増
や

す
企
業
や
、
設
備
投
資
を
増

や
す
企
業
へ
の
減
税
制
度

も
、
財
源
確
保
が
必
要
な
ニ
ー

と
か
ら
政
治
折
衝
が
必
要
と

の
扱
い
に
し
た
。

自
民
党
は
ほ
日
午
蘭
の
税

調
幹
部
会
で
素
案
を
配
布

し
へ
協
議
し
た
。
野
田
毅
税

制
調
査
会
長
は
同
日
午
前
、

麻
生
太
郎
財
務
相
と
税
制
改

正
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。
自
民
党
税
調
は
午
後
に

開
く
小
委
員
会
で
も
協
議
を

進
め
る
。

は
1
4
年
か
ら
3
年
間
に
限
定
す
る
予
定
だ
つ
た
が
1
期
間
を
大
幅
に
延
ば
漂

は
株
式
と
株
式
授

信
に
つ
い
て
配
当
や
譲
渡
益

を
非
課
税
に
す
る
。
一
度
投

資
し
た
金
融
商
品
に
税
が
か

か
ら
な
い
艶
聞
は
首
年
間

で
、
l
こ
れ
を
超
え
る
と
課
税

さ
れ
蕎
株
式
な
ど
か
ら
の

収
益
八
の
課
税
盈
本
来
の
2
0

％
か
ら
川
％
に
軽
減
す
る
優

遇
措
置
が
ほ
年
末
に
終
わ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
M
年
ユ
月

に
導
入
す
る
。
非
課
税
に
で

き
る
投
資
総
額
は
思
用
期
間

矧
の
通
弊
で
従
来
の
3
0
0

万
円
か
ら
5
0
0
万
円
に
拡

大
す
号

同
制
度
は
1
4
年
か
ら
3
年

間
の
時
限
措
置
の
予
定
だ
っ

た
が
、
証
券
会
社
な
ど
で
シ

孝
ア
ム
投
資
が
か
さ
む
た

め
、
金
融
庁
が
恒
久
的
な
制

度
に
す
る
よ
う
求
め
て
い

た
。
財
務
省
は
期
間
を
区
切

っ
て
株
式
市
場
へ
の
効
果
な

ど
を
険
証
す
べ
き
だ
と
士

張
。
調
整
の
結
果
、
期
限
は

区
切
る
が
1
0
年
と
い
う
長
め

の
措
置
と
す
る
方
向
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
自

民
党
税
制
調
査
会
は
1
5
日
午

前
、
1
3
年
度
税
制
改
正
の
素

案
を
ま
と
め
た
。
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